
 

 

 

令和５年度度原薬工定期総会が開催されました。 

 

日時 ： 令和５年６月９日（金）、午後４時より 

場所 ： ホテルメトロポリタンエドモント（２階：万里） 

 東京都千代田区飯田橋３－１０－８ 

総会出席会員会社数 ： ４８社 

総会出席者会員総数 ： ８１名 

委任状 ： ２９社 

委任状を含む計７７社の出席で、会員会社総数９８社の過半数を超え、総会は成立いたしました。 

 

議長 ： 富田会長 

進行 ： 桂副会長（総務経済委員会委員長） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月９日、日本医薬品原薬工業会の定期総会が、定刻午後４時より開催されました。  

富田会長から、新型コロナも落ち着き、社会活動もコロナ前同様に回復しつつあります。医薬品市

場においては、２２年から２６年先進１０カ国と主要新興４カ国はプラス成長ですが、日本市場は２か

ら－１％の成長となっております。このような環境を鑑み、政府与党は２０２３年骨太方針決定に向け、

医薬品産業を基幹産業に位置付ける提言として、「日本の創薬力の強化」、「財源確保と薬価制度

や中間改定の在り方の再検討」、「品質確保と安定供給への支援」の３点を発信しています。 

当工業会では法令を遵守し、GMP省令に則り、会員各社がクオリティーカルチャーの醸成を心掛

け実践していますが、日本医薬品原薬工業会が業界で一層認知され、各関連団体と連携を深め、

業界ではなくてはならない存在に成長すべく組織の再編を含む新体制で臨むために、従来の専務

理事制を改め、新しく事務局を設立し、当会運営全般にわたり管理し、各委員会が主導的に関連他

団体と積極的に連携を密に活動を行ってまいります。従いまして、これまで他団体との連携や各委

議事 ： 

I. １号議案 令和４年度度事業報告 

II. ２号議案 令和４年度収支決算報告 

III. ３号議案 令和５年度事業計画（案） 

IV. ４号議案 令和５年年度収支予算（案） 

V. ５号議案 会則の変更について 

VI. 新規入会会員紹介 

➢ 協和ファーマケミカル株式会社 

➢ 株式会社片山製薬所 

VII. その他  

➢ 理事の交代について 

➢ 専務理事の退任について 

 

《富田会長挨拶》 



 

 

員会の管理監督を担っていただいた富塚専務理事にはご退任いただき、新たに事務局として2名の

方にお願いすることにしたと述べられました。 

会則に準じて富田会長を議長に選任、議長から１号議案～５号議案が総会に付議されました。 

桂副会長から各議案の内容について説明が行われた後決議に入り、１～５号議案は承認されまし

た。 

また、退任頂くことになった富塚専務理事には慰労金をお渡しする議案が承認され、支給金額等は

理事会にて決定することとしました。 

 

議案の決議終了後、新規入会の協和ファーマケミカル株式会社の北野様と株式会社片山製薬所

の山田様、理事を交代される十全化学株式会社の鈴木様、浜理薬品工業株式会社の高美(時)様、

高美（慶）様、金剛化学株式会社の齋藤様、金森様、退任される富塚専務理事、新たに事務局を担

当される江幡様、岸本様からご挨拶をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《協和ファーマケミカル株式会社 北野様》 《株式会社片山製薬所 山田様》 

《金剛化学株式会社 齋藤様、金森様》 

 

《十全化学株式会社 鈴木様》 《浜理薬品工業株式会社の高美(時)様、高美（慶）様》 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

《富塚専務理事》 

 

以上を以て、令和５年度定期総会は定刻内に閉会しました。 

 

《総会風景》 

 

総会終了後、午後４時５５分から委員会報告として、総務経済委員会、ＧＭＰ委員会および法規委

員会の各委員長より、令和４年度の活動報告と令和５年度の活動計画について説明が行われまし

た。 

総務経済委員会・桂委員長から、活動報告と来期計画の説明の他、第２２回原薬工研修・懇談会

については、本年は実地開催を予定しており、開催場所については小田原を考えている。当工業会

および原薬の周知活動を進めていくにあたり、その一環として工場長・経営者会議が設置されたとの

報告がされました。 

続いてＧＭＰ委員会・田澤委員長から、定例委員会、第３１回原薬工ＧＭＰ実務担当者研修会の

開催、日薬連との会議等の活動および来期計画について説明されました。他業界団体との連携とし

ては、東京理科大学での講演、厚労科研の監査マニュアル作成研究班への参加および原薬工にお

ける人員状況に関するアンケート結果の発表等の報告がされました。 

最後に法規委員会・小林委員長から、定例委員会、原薬取扱いの手引き2022年全面改訂版の作

成、原薬工オンラインセミナーでの講演、AMED研究班に関する研究協力活動、PMDAとの情報交

換および来期計画について説明されました。 

《事務局 岸本様、江幡様》 

 



 

 

以上をもって、委員会報告は終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務経済委員会          GMP委員会            法規委員会 

 桂 委員長            田澤 委員長           小林 委員長 

 

以上 


